








要約:今回の調査により、76.2%の子供達が何らかの危険な体験をしていた。一方、母親の

事故防止安全対策の実施度としで特に低かったのは、母親が用事等で小児の監視が十分出

来ないとき、ベビーサークル等の安全な場所に子供を入れることであった。今回の結果よ

り、ベビーサークル等の使用、誤飲防止、浴槽での溺水防止について、特に母親を指事、

啓蒙する必要があると考えられた。


